
東京都自立支援協議会第二回本会議（平成25年１０月４日開催）

グループ討議まとめ（１グループ）

く討議内容＞

ライフステージごとの支援の対象者や支援の取組、連携先等の課題について

〔１Ｇ出席者〕

高沢委員（進行)、高見委員、近藤委員、山田委員、今村委員、平川委員、木村委員

＊欠席：井上委員、川島委員

厚画面調
○親への支援

・保健所の乳幼児相談。虐待ケースや親が精神疾患を抱えているケースあり。

・保健師の訪問を拒否するケースあり。シングルマザーや外国人で健診を受けないケース、

ＤＶ相談もあり。

・療育施設を紹介しても、障害を認めたくないなどで、すぐにはつながらない＝保健所の

母親グループ活動による支援

○健診後の支援

・乳幼児健診後､母子通園にも来なくなり､そのうち学齢期や成人期で行動障害が現れたり、

多問題が発生するケースあり。

函
○通学支援、学校における支援等

・呼吸器を付けているなど、医療的ケアが必要な場合の介助者不足

…大学に進学した重度身体障害者で、親が４年間学校に送迎した事例あり一就学支援、通

学支援、代筆支援等必要

・普通学校に通学する発達障害児の増加

・学校の中でのエンパワメント支援も必要

・普通学校等における障害者についての啓発活動が不十分

○放課後対策等

・タイムケアサービスの施設が少ない＝民間事業所の増加を。

Ｏ本人だけでなく家族も含めた支援の必要性

屑zF〒荘犀詞
○卒後に向けた連携

・学校卒業後、一般就労に結びつかないケース。特別支援学校と就労支援事業所とのネット

ワークが必要。

東京都心身障害者福祉センター






